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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こび

申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
対
し
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

5
期
目
と
な
る
町
政
の
舵
取
り
と
い
う
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
本
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
と
し
て
設
定
し
た
「
～
川
が
結
び
、

川
が
育
む
、
森
と
ま
ち
～ 

人
が
集
い
、

想
い
を
紡
ぎ
、
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
ま

ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
今
一
度
初
心

に
立
ち
返
り
、
有
田
川
町
の
一
層
の
発
展

の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
責
務
を
全
う

す
る
決
意
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
当
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

36
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
、
8
月
に
は
第

7
波
に
よ
る
感
染
者
数
が
国
内
で
25
万
人

を
超
え
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
社
会
全
体

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
の

正
常
化
の
動
き
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
堅
持
と

社
会
経
済
活
動
維
持
と
の
両
立
を
図
る
取

り
組
み
は
新
た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
ら
く
中
止
し

て
い
ま
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
落
ち
込

ん
だ
地
域
経
済
を
推
進
す
る
た
め
、
第
3

弾
、
第
4
弾
の
有
田
川
町
応
援
ク
ー
ポ
ン

の
配
布
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・

安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
併
せ
、
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

有
田
川
町
は
、
本
年
で
合
併
し
て
17
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
旧
3
町
が
均
衡
あ
る

発
展
を
遂
げ
、
こ
れ
か
ら
も
有
田
川
町
に

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
個
性
と
魅
力
、
特
徴
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
、
経
済
、
社
会
情
勢
に

対
応
し
た
行
財
政
の
運
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
町
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
」「
子

育
て
環
境
の
充
実
」「
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

「
産
業
・
観
光
業
の
振
興
」「
住
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
項
目
に
掲
げ
、

豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
、
こ
の
有
田
川
町
を
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長
　
中
山
正
隆
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら

お
慶よ
ろ
こび
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
2

月
に
は
私
た
ち
15
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
使
命
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
、
今
後
も
有
田
川
町
な
ら
び
に
町
民
の

皆
さ
ま
方
の
た
め
に
、
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
長
期
化
し
、
そ
の
影
響
に
加
え
急
激
な

円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
る
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
が

続
く
中
、
特
に
冬
期
間
に
お
い
て
は
家
計

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
第
7
波
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大

を
受
け
、
不
安
な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
経
済
活

令
和
五
年  

新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長
　
森
谷 

信
哉
　

動
も
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
1
日
も
早

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息

し
、
普
段
の
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
行
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
代
表
と
し
て

の
認
識
に
立
ち
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
意

思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
議
会
と

し
て
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹賀新年
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R a k u i c h i

第一回ありだがわ楽市開催
例年 10 月に開催していた「有田川町どんどんまつり」が、今年度か

ら新たなイベント「ありだがわ楽市」に代わり、11 月 20 日（日）に「第
一回ありだがわ楽市」を開催（主催：ありだがわ楽市実行委員会）、前
日の 19 日（土）には町内 6 カ所同時花火を行いました。

約 1 万 2,000 人の方々にご来場いただきました。ステージイベントや
6 つのエリアで「有田川町」を満喫したり、さまざまな催しを楽しんだり、
会場は大いににぎわいました。
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令和 4 年度有田川町文化賞
有田川町では、文化の向上と発展を目的として「有田川町文化賞」を創設しています。11 月 20 日（日）

に第 2 回目となる「令和 4 年度有田川町文化賞贈呈式」を開催し、当町の文化振興や向上と発展のためにご尽
力いただいている 1 名 4 団体の皆さまに表彰状を贈呈しました。

文化奨励賞

文化功労賞

文化賞
川岸 光司さん（徳田）

郷土の歴史を研究されています。平成 18 年（2006 年）
より有田川町文化財保護審議会委員を務められ、平成 22 年

（2010 年）より同審議会委員長に就任。吉備中学校校庭遺跡
発掘調査や同委員会の女性の登用を推進されました。

また、公民館などで古文書学習会や文化財を訪ねる現
地研修会を多数実施し、郷土史の普及活動に尽力されて
います。

久野原の御田保存会
久野原の御田は室町時代から伝承されてきた民族芸能

です。伝統あるこの民俗芸能を保存継承することを目的
として昭和 46 年（1971 年）に久野原の御田保存会は結
成され、隔年の 2 月 11 日に奉納されてきました。

平成31年（2019年）以降は御田行事の開催は休止となっ
ているものの、近年には映像記録の作成など記録保存に
取り組まれるなど活動は継続され、今年 2 月 11 日に岩倉
神社境内での謡囃子奉納にむけて活動されています。

ファミリーコーラス
ほほえみ

昭和 57 年（1982 年）に結成。岩崎富美枝ピアノ教室で
の賛助出演を皮切りに、独自コンサートを定期的に開催さ
れています。また、五西月地区でのファミリーコンサート
や箕島高等学校合唱部との合同発表会、介護施設への慰問
活動をされています。有田地域をテーマにした池永義子さ
ん作詞作曲の「母なる有田川」や「梧陵さん」など多数発
表され、積極的に音楽活動を行っておられます。

法蔵寺大師山奉賛会
有田川町井口に建つ法蔵寺は弘法大師を本尊とする寺

院で、「井口大師」とも呼ばれ、地域住民に親しまれてい
ます。

法蔵寺大師山奉賛会によって行われる「二十日の晩」
は、毎年 8 月 20 日の夜に行われ、弘法大師の縁日の前夜
祭に打ち上げられる奉納花火です。1861 年ころから続く
伝統行事であり、夏の風物詩として親しまれています。

鳥屋城公民館茶道教室
昭和 38 年（1963 年）青年学級開講より、鳥屋城公民

館において長年多くの方々に茶道の普及と指導を行って
こられました。片小夜さん、榎本和子さんが長年講師を
務められ、現在は中孝子さんの指導のもと活動されてい
ます。

鳥屋城公民館土曜教室では、小学生を対象に茶道の指
導を行っています。また、初釜、文化祭や地域の祭りな
ど多様な場所で活動されています。
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第 11 回 有田川町小学校対抗駅伝大会
「AKI ☆ DEN 大会」
12 月 3 日（土）きび体育館周辺において、3 年ぶりに

「ＡＫＩ☆ＤＥＮ大会」が開催されました。
21 チーム 147 人が日頃の練習の成果を十分に発揮し

一生懸命走る選手たちの姿に、地域一帯となって盛り上が
る 1 日となりました。

大会結果については、次の通りです。（敬称略）

●総合表彰
【１位】藤並Ａ　【２位】藤並Ｄ　【３位】藤並Ｃ　【４位】小川Ａ　【５位】田殿Ａ　【６位】藤並Ｂ

●区間賞
第１区【１位】小早川 莉穂（藤並Ａ）　【２位】森田 菜々（小川Ａ）　【３位】梅本 実花（八幡Ａ）
第２区【１位】夛谷 聡汰（石垣Ａ）　【２位】三木 壮翔（鳥屋城Ａ）　【３位】ウィリアムス 竜騎（藤並Ｄ）
第３区【１位】門 蒼依（石垣Ａ）　【２位】上嶋 心遥（藤並 A）　【３位】宮地 いろは（藤並Ｃ）
第４区【１位】田尻 遼大（小川Ａ）　【2 位】宮井 翔清（田殿Ａ）　【３位】小西 穂岳（藤並Ｄ）
第５区【１位】硲 心咲（藤並Ａ）　【２位】幸地 亜純（藤並Ｃ）　【３位】中西 亜維（田殿Ａ）
第６区【１位】福原 尚都（藤並 A）　【２位】古川 巧明（藤並Ｃ）　【３位】佐伯 蒼亮（藤並Ｄ）

●敢闘賞／森 未奈美（田殿Ａ）、亀田 侑乎（御霊Ａ）、芝田 靖輝（藤並Ａ）
　　　　　上西 彩友（石垣Ａ）、林 胡汰郎（小川Ａ）、前田 楓菜（藤並Ｂ）

●最優秀応援賞／鳥屋城小学校

●タイムトライアル
男子【１位】石谷 琉偉貴（小川）　【２位】峯 叶人（田殿）　【３位】松葉 創伍（小川）
女子【１位】森田 友（小川）　【２位】山﨑 はるか（田殿）　【３位】宮井 優奈（田殿）

46広報ありだがわ　2023.1



えほん de わっしょい 16
11 月の絵本月間に合わせ、11 月 2 日（水）～ 11

月 27 日（日）にわたって絵本を多角的に捉えたイベ
ントを町内各所で実施しました。

11 月 13 日（日）には、地域交流センター（ALEC）で「え
ほん de わっしょい 16」「わっしょいテラス」を開催。
絵本作家の先生によるトークショーやライブペイント
などを行い、たくさんの来場者でにぎわいました。

11 月 12 日（土）に「第 11 回有田川町絵本コンクール」の授賞式を実施しました。
応募総数 181 点の中から選ばれた 6 作品から、最優秀賞など各賞が発表されました。
受賞作品は、ちいさな駅美術館（ALEC 敷地内）で 1 月から順次、原画展を開催します。原画展のスケジュー

ルについては、広報ありだがわ「図書館だより」のページをご確認ください。

第 11 回有田川町絵本コンクール

第 11 回有田川町絵本コンクール受賞者
　　最優秀賞・真珠まりこ賞
　　　　　　　　『うみのなかでは』とおちかあきこさん
　　優秀賞　　　『もうじかん』モリヤユメコさん
　　優秀賞　　　『僕のアコーディオン』かいすみさん
　　佳作　　　　『ロボコンプーア』
　　　　　　　　  イサラッチさん・辻島慎一さん
　　佳作・有田川賞
　　　　　　　　『オニのハナクソ』
                    　       みろかありさん・渡辺のりこさん
　　佳作　　　　『ボクはなにもの』松本真理子さん
　　ありりん賞　『つめちゃんのポッポみち』
　　　　　　　　  芝野敏子さん・栗原利根さん

「やすらぎふれあいフェスタ美術展」表彰式
10 月 8 日（土）～ 9 日（日）にかけて「やすらぎふれあいフェスタ美術展」を開催しました。
その展示作品の中で、特に多くの人に感動を与えた作品に送る「ふれあい感動賞」の表彰式を 11 月 25 日（金）

に開催し、3 組を表彰しました。

受賞者
団体の部　　　『ようこそ和歌山 ‼』
　  　　　　　　地域活動支援センター AOAQUA
個人の部　　　『クラフトバンドのかごバッグ』
　　　　　　　  門田望美さん
　　　　　　　『お正月』久保田浩栄さん
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「税の標語」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 標語

湯浅税務署長賞 金屋 3 年 梅本 望有 見守ろう　税の行き先　国の先

有田川町長賞 吉備 3 年 山村 芽生 そうなんだ　私たちって　納税者

有田川町長賞 石垣 1 年 井上 陽路 税で得る　物と心を　大切に

有田川町長賞 八幡 2 年 西岡 優咲 守りたい　豊かな国を　税金で

近畿税理士会湯浅支部長賞 八幡 2 年 山平 瑚心波 税金は　豊かな町を　つくる鍵

有田地方
租税教育推進協議会会長賞 吉備 1 年 栩野 心花 ありがとう　感謝の気持ち　税金に

将来を担う中学生が税について関心を持ち、税
の意義や役割を正しく理解することを目的に募集
した「税についての作文」「税の標語」の入選作
品が決定しました。

令和 4 年（2022 年）は有田川町内の各中学校
の生徒の中から、「税についての作文」で 10 人、「税
の標語」で 6 人が受賞されました。

この度はおめでとうございます。

「税についての作文」「税の標語」表彰

八幡中学校

吉備中学校金屋中学校・石垣中学校
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「税についての作文」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 作文題名

全国納税貯蓄組合連合会優秀賞 吉備 2 年 梅谷 彩花 税金で日本を豊かに、
世界を平和に

和歌山県納税貯蓄組合連合会会長賞 吉備 2 年 米田 陽花 あたり前に感謝

和歌山県納税貯蓄組合連合会会長賞 八幡 2 年 福本 美咲 税について学んだ事

和歌山県知事賞 金屋 2 年 ディアップ 慧士 よりよい生活のために

湯浅税務署長賞 吉備 2 年 山田 真央 税とオリンピック

有田川町長賞 吉備 3 年 山村 芽生 消費税の大切さ

有田川町長賞 金屋 1 年 川嶋 泰聡 税金との関わり

有田川町長賞 石垣 3 年 井上 皓喜 幸せをつなぐもの

有田地方租税教育推進協議会会長賞 吉備 3 年 伊藤 稔 税金のある意味

大桑教育文化振興財団理事長賞 吉備 3 年 森 凌人 私たちの税金

中学生の

有田ライオンズクラブ様から寄贈賜りました
11 月 24 日（木）に有田ライオンズクラブ様より、結成 60 周年記念として絵本セット７組とミスト扇風

機を 10 台を寄贈賜りました。絵本セットは町内各保育所に配置し、ミスト扇風機は避難所機能の強化およ
び向上のために使用していきます。誠にありがとうございました。

写真（左から）＝有田ライオンズクラブ 雑賀 清秀さん、有田ラ
イオンズクラブ 川 宗一さん、有田ライオンズクラブ 会長 小川 
安彦さん、教育長、有田ライオンズクラブ 赤井 康紀さん

写真（左から）＝有田ライオンズクラブ 雑賀 清秀さん、有田ラ
イオンズクラブ 会長 小川 安彦さん、総務政策部長、有田ライオ
ンズクラブ 川 宗一さん、有田ライオンズクラブ 赤井 康紀さん

49 広報ありだがわ　2023.1



11 月 12 日（土）、第 55 回優良読書グルー
プ表彰を行いました。優良読書グループ表彰
とは、公益社団法人読書推進運動協議会が各
都道府県の読書推進運動協議会の推薦により
1 地域 1 グループが表彰されるもので、推薦
されたグループにはその業績をたたえ、賞状
および副賞（図書カード 2 万円分）が贈呈さ
れます。

今年度は和歌山県の推薦グループに有田川
町こども司書が選ばれました。有田川町こど
も司書は町内の小学生 9 人が金屋図書館・し
みず図書室で活動しており、図書カウンター
業務や黒板クイズ（図書の各分類の本を基に
したクイズ）の作成をメインに行っています。

有田川町こども司書
第 55 回優良読書グループ表彰

「有
ありだ

田みかん」を子どもたちへ　みかんを寄贈賜りました
11 月 18 日（金）に「温州みかん贈呈式」が給食センターで行われ、農業士会・４H クラブ会員が丹精込

めて作り上げた温州みかんを寄贈賜りました。これは食育運動の推進に伴う「地産地消」活動の一環として、
将来の有田川町を担う子どもたちが農業へ関心を持ち、全国ブランドを誇る「有田みかん」に対する理解を
深めていただくことを目的とし実施されています。

寄贈いただいたみかんは町内の保育所、小・中学校の児童・生徒に届けられ、子どもたちからは「甘くておいし
い！」と歓声があがりました。きび森の保育所の年長組さんからはみかんのお礼としてかわいい作品を渡しました。
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和歌山県国民健康保険団体連合会表彰
有田川町の国民健康保険事業の運営に関する協議会

委員の嶋田羊子さんと新田修己さんが、令和 4 年度和
歌山県国民健康保険団体連合会表彰を受賞されました。
嶋田委員、新田委員は委員在職 10 年を越え、国民健康
保険事業の円滑な運営にご尽力いただいています。

この度はおめでとうございます。

嶋田 羊子さん（出）

新田 修己さん（吉原）

第 26 回和歌山県花いっぱいコンクール
「家庭の部」で最優秀賞と知事賞を受賞

このコンクールでは、県内で花のあるまち
づくりに取り組む個人や団体が表彰されます。

佐々木さんは、「第 32 回全国花のまちづく
りコンクール」の個人部門でも入選されてい
ます。この度はおめでとうございます。

佐々木 裕哲さん（下津野）

［　お名前のみのご紹介　］
岡﨑 登さん（大賀畑）

祝 100 歳
おめでとうございます

子育て支援および健康づくり普及啓発物品を
寄贈賜りました

株式会社古勝（天満）代表取締役社長寺村公博様（写
真右）より、町民の子育て支援および健康づくり普及
啓発物品として「沐浴人形・筋肉模型・血管模型・血
圧計」などを寄贈賜りました。

今後は、町民の方の健康相談や健康教育などの事業
において、普及啓発のため使用させていただきます。

株式会社古勝様には平成 26 年度（2014 年度）から
毎年、車椅子などの寄贈を賜っております。誠にあり
がとうございます。
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令和５年（2023 年）３月９日（木）13 時より、有田川町の気象警報・注意報・土砂災害警戒情報や記録
的短時間大雨情報の発表区域が、現在の「有田川町」から「有田川町吉備金屋」、「有田川町清水」の２地域
に分割されます。

これまでは、気象警報等が有田川町全域を対象として発表されており、地域によっては気象警報等と実情
が異なる場合もありました。この度の旧町単位を基本とした気象警報等発表区域の分割によって、必要な区
域を絞り込み、より適切かつ効果的に気象警報等の情報を伝えることができ、地域単位での災害などへの対
応を気象状況に応じて的確に行うことが可能となります。

問総務課（吉備庁舎）

●気象警報等の発表区域名称
現行の発表区域名称 変更後の発表区域名称

有田川町 有田川町吉備金屋、有田川町清水

●対象となる注意報・気象警報等

注意報 大雨、洪水、強風、風雪、大雪、雷、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着雪

警報 大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪

特別警報 大雨、暴風、暴風雪、大雪

※「土砂災害警戒情報」「記録的短期時間大雨情報」についても、同様に分割されます。

有田川町吉備金屋
有田川町清水

●新しい気象警報等の発表区域（令和 5 年 3 月 9 日以降）

気象警報等の
発表区域が分割されます

●変更日時／令和 5 年（2023 年）3 月 9 日（木）13 時から
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吉備地区 金屋地区 清水地区
氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区

大原 章義 天満 細田 徹治 吉原 中尾 弘子 粟生（植木組・
西の浦・榎瀬）

瀧原 薰 天満 千畑 かずよ 吉原 向井 正久 粟生
（中組・上組）

栗山 緑 一ツ松 髙垣 美保 吉原 谷脇 朋代 中原

福田 逹 高瀬 竹添 平和 糸川 長硲 智 川合

平松 純 北筋 安  修 修理川 中橋 孝文 二澤・北野川

久保 菊美 土生 山本 修史 宇井苔 森本 啓司 三瀬川

岩﨑 正人 植野 大瀧 章代 松原 古田 任代 東大谷

武内 善子 奥 森田 真子 歓喜寺 長硲 陽子 日物川

栃﨑 千津代 熊井
・熊井なぎの里 川口 良樹 伏羊 浦西 兼子 二川（河南）

上嶋 徹 水尻 湯田 恵美子 吉田 堀井 一志 二川（河北）

中家 未千子 水尻 田中 義一 小川
（中村・福井） 保坂 はるみ 境川

林 昭秀 明王寺 松本 賀美 小川
（上野・丹波） 谷口 容貴子 楠本

北畑 佳孝 小島 硲本 勳 中野 松田 美江子 沼

上田 和幸 野田 田中 博仁 市場 休塲 正美 遠井

竹中 繭美 田口 岡本 祥子 中井原 西岡 晴生 三田

松宮 和子 大谷・井口 宮原 美知子 金屋 杉澤 明子 宮川・大蔵

森 理津子 賢 川岸 いさ子 金屋 福本 希美 清水
（西原・小峠）

尾﨑 功男 船坂・長谷 森田 栄一 金屋 辻井 真季 清水
（下番・湯子川）

青木 栄美 角・尾中・出 大南 志津子 長谷川 暖井 紅仁子 清水
（上番・中番）

山﨑 正行 長田・上中島 三木 さえ 岩野河 大江 壽 久野原（つづら・
西番・東番一部）

刀祢 克彦 大賀畑・田角 辻本 惠代 川口 見座 勝文 久野原（東番一
部・戸川）・室川

出合 弘𠮷 下徳田 上田 幸右 谷・立石 中西 志のぶ 下湯川

田中 英子 上徳田 田中 晃 彦ヶ瀬・瀬井
・畦田 東 達貴 上湯川

小林 英世 奥徳田・秋葉 山本 恭子 西ケ峯上 仲西 佐輝子 板尾・井谷

佐々木 孝 庄一 本林 直美 西ケ峯下 中谷 隆介 杉野原

亀井 令子 庄二 南 弘子 中・中峯 福島 節 押手

亀井 孝代 庄二 玉置 善裕 本堂・沼田 靏谷 知子 沼谷

栗生 あつ子 東丹生図
・垣倉・畑浦 中 孝子 有原・青田 森本 華子 主任児童委員

（清水）

伊藤 賢二 西丹生図・吉見 上続 志津子 延坂・大西
・大薗

辻岡 眞曲 主任児童委員
（吉備） 保関 慶万 尾上・小原

植村 順子 主任児童委員
（吉備） 前田 貴子 生石

井爪 昌博 丹生

中西 聖佳 糸野

水元 佐代子 下六川・釜中

小薗 晴子 黒松

上野 博行 上六川・西

安圖 英子 主任児童委員
（金屋）

有田川町
民生委員・児童委員

令和 4 年（2022 年）12 月 1 日付
で厚生労働大臣から、表に記載の
方々が委嘱されました。任期は令和
7 年（2025 年）11 月 30 日までです。

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
住
民
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
専
門
機

関
へ
と
つ
な
ぐ
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
見
守
り
役
と

し
て
、
定
期
的
な
訪
問
や
児
童
の
登
下
校

時
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
い
、
高
齢
者

や
障
害
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安

全
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
う
ち
、
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
や
地
域
の
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
を
は
じ
め
と
し
た
児
童
健
全
育
成
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
有
田
川

町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
に
所
属

し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に
関

す
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
守
秘
義
務
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
に
基

づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！ いつまでも現役！～

熊ノ郷 タミコ　さん（80 歳）

「努力と感謝」
昨年、自宅の庭で転倒し大腿骨を骨折し３カ月間入

院したタミコさん。退院時は歩くのも不安定で寝てばか
りの生活だったそうです。しかし、ケアマネさんとリハ
ビリの先生からの声掛けで「私も頑張らないといけない」
と勇気が出て、リハビリを続けることができました。

また娘さんからのアドバイスで毎日の散歩と、日記
をつけることも始めました。退院して８カ月、体力も
戻り、洗濯や食事作りも少しずつ行えるようになり、
今では、入院前のように２階へ洗濯干しにも行けるよ
うになりました。また、大好きな花の世話も夫の協力
のおかげで、楽しくできているそうです。

ご自身の努力と、夫・娘の協力で元の生活を取り戻
したタミコさん。「関わってくださったみなさんに感
謝です」と笑顔がこぼれました。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

「認知症」抱え込まずに相談を
認知症は、誰もがなりえる可能性がある病気で、多くの人にとって身近なものです。
早期診断・支援により、進行を緩やかにすることや症状を改善することにつながり

ます。ご自身や家族に気になる症状が現れた時や、日々の介護の悩みや困りごとにつ
いての相談などに、地域包括支援センターまたは下記相談窓口をご活用ください。

和歌山県立医科大学附属病院 ☎ 073-441-0776

ひだか病院 ☎ 0738-24-1802

有田市立病院 ☎ 0737-82-0887

●和歌山県認知症疾患医療センター（県指定）
医療相談室の専門職（精神保健福祉士など）が電話

や面接による相談に対応します。認知症に関する専門
医師が、認知症の種類を診断し治療方針を決定します。
※受診については、事前に各病院へお問い合わせください。

●認知症に関する電話相談窓口
認知症の方への対応方法での困りごとや、介護疲れ

や悩みなどを相談できます。

わかやま認知症なんでも電話相談
（一般社団法人和歌山県認知症支援協会）

☎ 0120-969-487

10:00 ～ 15:00
月～金（祝日除く）

公益社団法人
認知症の人と家族の会和歌山県支部

☎ 0120-783-007

10:00 ～ 15:00
月～土（祝日除く）
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文
化
財
防
火
デ
ー

昭
和
24
年
（
1
9
4
9
年
）
1
月
26

日
に
奈
良
県
斑
鳩
町
の
法
隆
寺
金
堂
か
ら

出
火
し
、
国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大
半
が

焼
損
し
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
1
月
26
日
を

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、
文
化
財

愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。

文
化
財
は
、
歴
史
・
文
化
を
正
し
く
理

解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
国

民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
文
化
財
の

周
囲
で
は
、
た
き
火
、
喫
煙
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
周
辺
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
い

た
り
、
ご
み
な

ど
を
捨
て
た
り

せ
ず
、
地
域
の

歴
史
と
財
産
を

守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

 

消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練

1
月
29
日
（
日
）
に
消
防
署
・
消
防
団

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
浄
教
寺
（
長
田
5
4
2
番
地
）

・
吉
備
金
屋
消
防
署
、
吉
備
支
団
第
9
・

10
・
11
・
12
分
団

●
観
音
寺
（
東
大
谷
5
2
2
番
地
）

・
清
水
消
防
署
、
清
水
支
団
第
1
分
団

野
焼
き
は
禁
止
で
す
！

毎
年
全
国
で
、
野
焼
き
が
原
因
に
よ
る

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
に
よ

る
火
災
は
、
風
の
強
い
日
に
野
焼
き
を
し

た
た
め
火
の
粉
が
飛
ん
で
火
災
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
や
、
た
き
火
、
ご
み
の
焼

却
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が

強
い
こ
の
時
季
、
暖
を
と
る
た
き
火
や
ご

み
の
焼
却
な
ど
に
よ
る
野
焼
き
が
原
因

で
、
下
草
や
田
畑
が
燃
え
る
火
災
が
発
生

火
災　
…　
13
件

救
急　
…　
1
2
9
2
件

救
助　
…　
19
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

11
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

消
防
だ
よ
り

し
て
い
ま
す
。

日
常
の
少
し
ば
か
り
の
ご
み
で
も
、
ド

ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
焼
却
す
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、農
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
ず
稲
わ
ら
、剪
定（
せ
ん
て
い
）・
伐
採

し
た
枝
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
は
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

早
期
出
動
の
た
め
の
1
1
9
番
通
報

1
1
9
番
通
報
を
受
信
し
た
際
に
聴

取
す
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
種
別
／
「
火
災
」「
救
急
」「
救
助
」

②
発
生
場
所
／
「
場
所
は
有
田
川
町
（
大

字
）
○
○
番
地
で
す
」

※
住
所
、
番
地
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
近

く
の
目
標
物
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

③
状
況

・
火
災
の
場
合
／「
何
が
燃
え
て
い
る
か
」

「
逃
げ
遅
れ
や
負
傷
者
が
い
る
か
」

・
救
急
の
場
合
／
「
年
齢
」「
性
別
」「
意

識
状
態
」「
呼
吸
の
有
無
」「
症
状
」

・
救
助
の
場
合
／
「
ど
ん
な
事
故
か
」「
負

傷
者
の
人
数
」

以
上
の
内
容
を
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て

答
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
早
期
出
動
が
可

能
と
な
り
、火
災
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

傷
病
者
を
早
期
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）
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会
が
減
り
、
食
べ
た
分
の
カ
ロ
リ
ー
消

費
が
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

●
不
規
則
な
生
活
／
夜
ふ
か
し
な
ど
で
生

活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
と
体
内
時
計
が
乱

れ
や
す
く
、
代
謝
が
落
ち
て
太
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

●
冷
え
／
体
が
冷
え
る
と
血
流
が
悪
く
な

り
皮
下
脂
肪
を
溜
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

 

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

●
食
事
／
①
1
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
②

野
菜
の
お
か
ず
を
増
や
す
③
減
塩
を
心

掛
け
る

お
せ
ち
料
理
は
保
存
が
き
く
よ
う
に
糖

分
や
塩
分
の
高
い
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
少
量
で
も
意
外
と
カ
ロ
リ
ー
が

高
い
も
の
が
あ
る
の
で
食
べ
す
ぎ
に
は
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
野
菜
や
果
物
も
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
な
が
ら
食

い
す
る
と
食
事
量
の
把
握
が
で
き
ず
満

足
感
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
量
を
決
め
て
、

し
っ
か
り
嚙か

ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ア
ル

年
末
年
始
は
家
族
、
親
戚
、
友
人
な
ど

と
飲
食
す
る
機
会
も
多
く
、
つ
い
つ
い
食

べ
過
ぎ
る
こ
と
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
時
期
ば
か
り

は
生
活
が
乱
れ
が
ち
で
す
。
不
規
則
な
食

生
活
が
定
着
し
な
い
よ
う
に
、
早
く
元
の

生
活
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 

正
月
太
り
の
原
因

正
月
太
り
の
よ
う
な
、
短
期
間
で
増
え

た
体
重
は
、
脂
肪
が
体
に
定
着
し
な
い
よ

う
早
め
に
落
と
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
増

え
た
体
重
を
効
果
的
に
落
と
す
た
め
、
正

月
太
り
の
原
因
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
食
べ
す
ぎ
／
飲
食
の
機
会
が
多
く
、
だ

ら
だ
ら
と
食
べ
続
け
た
り
間
食
や
ア
ル

コ
ー
ル
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
食
欲
増
進
作
用
が
あ

る
た
め
、
さ
ら
に
食
べ
過
ぎ
る
傾
向
に

な
り
ま
す
。

●
運
動
不
足
／
冬
の
寒
さ
の
真
っ
た
だ
中

に
あ
る
た
め
、
外
出
や
運
動
を
す
る
機

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

コ
ー
ル
の
適
量
は
日
本
酒
1
合
、
ビ
ー
ル

5
0
0
㎖
で
す
。

●
運
動

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
手
軽
に
始

め
ら
れ
る
も
の
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
寒
さ

の
せ
い
で
外
出
す
る
気
に
な
ら
な
い
場
合

は
、
室
内
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ク

ワ
ッ
ト
や
椅
子
の
立
ち
上
が
り
な
ど
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
で

基
礎
代
謝
を
上
げ
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
睡
眠

睡
眠
不
足
は
基
礎
代
謝
の
低
下
や
食
欲

に
関
す
る
ホ
ル
モ
ン
に
影
響
し
ま
す
。
夜

に
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
体
重
測
定

毎
日
体
重
測
定
を
す
る
こ
と
で
自
然
に

意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
れ
ば

同
じ
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
条
件
を

合
わ
せ
て
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
相
談
や
健
康
づ
く
り
講
座
の
活
用

健
康
状
態
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
（
体

組
成
計
に
よ
り
筋
肉
量
が
分
か
り
ま
す
）

や
体
力
測
定
、
運
動
の
体
験
や
健
康
な
食

生
活
の
提
案
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程

は
健
康
応
援
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

たのしくあそぼう！
～心も身体もぽっかぽか～

●日時／ 1 月 31 日（火）13:30 ～ 14:30
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／ 1 月 16 日（月）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（1 月 6 日・13 日・20 日・27 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

「
正
月
太
り
」
は
早
め
に
対
策
を
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 29 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・乳房
2 月 19 日（日）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。

※右の QR コードからも
　お申し込みいただけます。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

1 月 5 日（木）、2 月 2 日（木）　
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 4 日（水）骨密度測定
■場所／金屋文化保健センター

2 月 1 日（水）大人の体力測定
■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 5 日（木）金屋文化保健センター
1 月 16 日（月）清水保健センター
1 月 19 日（木）金屋文化保健センター
2 月 2 日（木）金屋文化保健センター
2 月 6 日（月）清水保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）9 月生まれ］
　1 月 24 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）2 月生まれ］
　1 月 10 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）5 月生まれ］
　1 月 18 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）10 月生まれ］
　1 月 25 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和元年（2019 年）6 月生まれ］
　1 月 11 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）10 月）

加入者数 7,177 人

支払額 2 億 9,622 万円

1 人当たりの医療費
4 万 1,274 円

（前年同月 4 万 1,358 円）

令和 3 年度（2021 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,527 円／月

46 万 2,326 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）
体験 ・交流学習

11 月 11 日（金）に 1 年生と 5 年生が落ち鮎漁
を見学しました。投網やモクズガニ漁の様子を見
せてもらい、捕れた鮎やカニを触らせてもらった
りつかませてもらったりしました。最後は鮎の塩
焼きをごちそうになりました。

川の生物がいつまでもきれいな水で生息できる
ように、地元有田川の自然を守っていくことを強
く決意したようです。

11 月 24 日（木）に、6 年生がオーストラリア・
ビクトリア州のメルンダ・セントラルカレッジの
児童とオンラインで交流しました。

八幡小学校の児童が英語で自己紹介をし、オー
ストラリアの児童は学校で学んでいる日本語を
使って自己紹介をしました。お互いのパフォーマ
ンスタイムでは、日本側が和太鼓の演奏や毛筆、
版画の作品紹介をし、オーストラリア側は日本語
の学習で歌う「あいうえおの歌」や国歌を聞かせ
てくれました。

児童からは「もっと交流したかった」「直接会っ
て交流したい」という声が上がりました。

田殿小学校　落ち鮎漁

八幡小学校　オーストラリアと交流
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原画展
有田川町絵本コンクール
原画展
　期間／ 1 月 4 日（水）～ 2 月 28 日（火）まで
　場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おはなし会
①日程／ 1 月 8 日（日）・ 9 日（月・祝）
　　               15 日（日）・22 日（日）・29 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 1 月 14 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書室

③日程／ 1 月 28 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内
■一般書
みみそぎ　………………………… 三津田信三／著
フランスの街の夜　………………… 遠藤周作／著
私のことだま漂流記　……………… 山田詠美／著
PD 検察の犬たち　 …………………… 荒木源／著
旅行鞄のガラクタ　………………… 伊集院静／著
貸本屋おせん　……………………… 高瀬乃一／著
首ざむらい　……………………… 由原かのん／著
こりずにわるい食べもの　…………… 千早茜／著
地羊鬼の孤独　……………………… 大島清昭／著

■児童書
ガオガオきょうりゅうのよる　 … 　たるいしまこ／著
地下室の日曜日　おばけだってなやみます
…………………… 村上しいこ／作　田中六大／絵
アナトールとねこ
……  イブ・タイタス／作　ポール・ガルドン／絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 1 月 12 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

1 月 11 日（水）　し み ず 園    15:30 ～ 16:00
1 月 12 日（木）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
1 月 18 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
1 月 20 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
1 月 26 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

町
営
二
川
小
水
力
発
電
所
は
、
二
川
ダ

ム
の
環
境
維
持
放
流
水
を
活
用
し
た
水
力

発
電
設
備
で
す
。

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
10
月
20

日
（
木
）、
藤
並
小
学
校
３
年
生
が
、
ダ

ム
と
小
水
力
発
電
所
の
見
学
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
ダ
ム
の
こ
と
や
発
電
所
の
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
く
話
を
聞
き
、
た

く
さ
ん
の
質
問
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
児
童
の
感
想

・
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
す
ご
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
1
秒
で
お
風
呂
3
杯

分
の
水
が
た
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
に
多
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・
台
風
前
に
水
を
ぬ
く
こ
と
で
、
水
が
あ

ふ
れ
て
町
に
来
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ

て
い
る
な
ん
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

・
二
川
ダ
ム
は
、
発
電
し
て
出
た
お
金
で

い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た
り
買
っ
た
り
、

地
球
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

二
川
小
水
力
発
電
所
見
学

（
藤
並
小
学
校
3
年
生
）

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
10
月

約
2
8
6
ト
ン

前
月
か
ら
約
1
ト
ン
の
減
少

環
境
セ
ン
タ
ー
で

処
理
で
き
な
い
も
の

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
町
が
収
集

す
る
ご
み
と
し
て
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
個
人
が
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ん
で
も
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。

専
門
業
者
か
中
間
処
理
業
者
に
処
理
を

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）

・
パ
ソ
コ
ン
（
P
C
マ
ー
ク
の
つ
い
て

い
る
も
の
）

・
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
、
肥
料
袋
、
農

薬
の
び
ん
や
袋
、
薬
散
ホ
ー
ス
、
防
風

ネ
ッ
ト
、
田
の
波
板
な
ど
）

・
草
刈
機
の
刃

・
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

・
廃
油

・
れ
ん
が
、
石
、
土
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
・
金
庫

・
自
動
車
、
バ
イ
ク
の
本
体
と
部
品

・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
エ
ン
ジ
ン

・
タ
イ
ヤ

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
（
塩
ビ
管
、
雨
ど

い
な
ど
）

・
消
火
器

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

※
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
出
せ
ま
す

が
、中
身
を
完
全
に
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ

※
家
庭
用
の
ロ
ー
プ
は
出
せ
ま
す
が
20
㎝

程
度
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
漁
網

・
モ
ー
タ
ー

・
パ
レ
ッ
ト

・
石
こ
う
ボ
ー
ド

・
浴
槽

・
断
熱
材
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11
月
に
人
権
映
画
会
「
こ
ん
な
夜
更
け

に
バ
ナ
ナ
か
よ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
少
か
ら
難
病
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
患
い
、
体
で
動
か
せ
る
の
は
首
と
手
だ

け
の
主
人
公
が
、
介
助
な
し
で
は
生
き
ら

れ
な
い
車
い
す
生
活
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

病
院
を
飛
び
出
し
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
と
と
も
に
自
立
生
活
を
送
っ
て
い
く
と

い
う
、
実
話
を
も
と
に
し
た
物
語
で
す
。

彼
ら
が
過
ご
し
て
い
く
中
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
笑
い
や
葛
藤
、
感
動
が
織
り
交
ぜ
ら
れ

て
お
り
、
と
て
も
深
い
内
容
だ
と
思
い
ま

し
た
。
同
じ
病
気
を
患
っ
た
と
し
て
も
、

一
人
ひ
と
り
の
症
状
、
生
活
環
境
、
考
え

方
の
違
い
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
は
病
気
だ

け
に
限
ら
ず
、
他
の
こ
と
で
も
同
じ
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

去
年
4
月
か
ら
「
人
権
機
関
有
田
川
」

の
委
員
の
一
員
と
な
り
「
人
権
と
は
？
」

と
考
え
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が

「
人
と
し
て
の
権
利
、誰
も
が
平
等
に
持
っ

て
い
る
権
利
」
と
い
ま
だ
に
大
ま
か
な
答

し
か
出
て
こ
ず
、
す
ご
く
奥
が
深
い
テ
ー

マ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
口
に
す
る
こ
と

は
簡
単
で
も
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

相
手
が
い
れ
ば
な
お
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

小
学
生
の
こ
ろ
に
先
生
か
ら
「
人
の
話

は
最
後
ま
で
聞
い
て
か
ら
自
分
の
意
見
を

言
う
」「
一
度
口
に
出
し
た
こ
と
は
取
り

消
せ
な
い
の
で
、
よ
く
考
え
て
か
ら
言
う

よ
う
に
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

「
自
分
」
で
は
な
く
「
相
手
」
の
こ
と

を
思
う
気
持
ち
を
、
み
ん
な
が
優
先
で
き

る
世
の
中
に
な
れ
ば
、争
い
ご
と
も
減
り
、

助
け
が
必
要
な
人
に
自
然
と
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
と

も
に
、
そ
の
よ
う
な
世
の
中
に
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

松
本 

ま
ゆ
み

 「
人
権
機
関
有
田
川
」
の

　
　
　
　
　
活
動
を
通
じ
て

今
年
度
は
「
幸
せ
」
を
テ
ー
マ
に
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
9
3
9
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

 
小
学
生
の
部

●
最
優
秀
賞

　

ぼ
く
の
笑
顔 
世
界
に
と
ど
け

　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
の
ね
が
い

八
幡
小
学
校 
4
年 

山
平 

凌
矢

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 1 月 19 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター 応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

 

人
権
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品

●
優
秀
賞

　

日
常
の 

な
に
げ
な
い
日
々 

宝
物

藤
並
小
学
校 

6
年 

栗
栖 

ひ
ま
り

●
優
秀
賞

　

戦
争
の 

こ
わ
さ
を
学
ん
だ 

今
の
僕

　
　
　
　
　

家
族
一
緒
で 

う
れ
し
い
な

田
殿
小
学
校 

4
年 

川
嶋 

宗
大

 

中
学
生
の
部

●
最
優
秀
賞

　

届
け
よ
う 

笑
顔
の
エ
ー
ル
と 

世
界
の
輪

吉
備
中
学
校 

2
年 

原
井 

智
矢

●
優
秀
賞

　

気
づ
こ
う
よ 

普
通
に
過
ご
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
が
「
幸
せ
」

吉
備
中
学
校 

2
年 

江
川 

好
香

●
優
秀
賞

　

私
か
ら 

あ
な
た
へ
つ
な
ぐ 

笑
顔
の
バ
ト
ン

八
幡
中
学
校 

1
年 

合
田 

果
叶

 

一
般
の
部

●
最
優
秀
賞

　

さ
し
の
べ
る 

そ
の
手
が
幸
せ 

つ
か
ん
で
る

林 

幸
男
（
吉
見
）

●
優
秀
賞

　

幸
せ
で
す 

言
っ
た
言
葉
が 

幸
せ
招
く

中
林 

政
道
（
二
川
）

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 4年（2022 年）11 月末日現在）

人口 2万 5,681 人
男 1万 2,166 人
女 1万 3,515 人

1 万 700 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

～
外
国
人
と
関
わ
る
方
へ
～

外
国
人
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

和
歌
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外

国
の
人
が
、
人
の
権
利
、
働
く
こ
と
、
離
婚

な
ど
の
法
律
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
無
料
で
相
談
で
き
、
法
テ

ラ
ス
の
弁
護
士
が
答
え
て
く
れ
ま
す
。

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
相
談
で
き
ま
す
。

収
入
・
資
産
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
相
談

し
た
い
人
は
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
和
歌
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

●
日
時

・
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
19

日
（
木
）
13
時
～
16
時

・
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
3
月
16

日
（
木
）
13
時
～
16
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

●
担
当
／
中
尾
、
ニ
ュ
ー

問

和
歌
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
2
4
0

1
月
の
行
政
相
談

●
1
月
26
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

｝

年 

金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
一
部
の
方
（
※
）
を
除

き
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、

毎
月
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
収
入
が
な
い
な
ど
、
今
す
ぐ
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
納
付

免
除
・
猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町

村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組

合
加
入
者
、
前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

家
屋
・
土
地
の

変
更
の
届
け
出
は
税
務
課
ま
で

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）中
に
新
築
・

増
築
・
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
ま
た
は

用
途
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
（
田
畑
を
造

成
し
た
な
ど
）
に
つ
い
て
は
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
間
近
に

な
る
と
窓
口
が
混
み
あ
い
ま
す
。
早
め
に

（
１
月
中
旬
を
目
安
に
）
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 49 件
死者 0人　負傷 2人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ

422広報ありだがわ　2023.1



税
理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

談
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
今
年
か
ら
土
地
等
譲
渡
所
得
お
よ
び
贈

与
税
の
相
談
は
、
担
当
者
が
従
事
し
て

い
る
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い

・
日
程
／
2
月
16
日
（
木
）、20
日
（
月
）、

22
日
（
水
）、
27
日
（
月
）、
3
月
1
日

（
水
）、
3
日
（
金
）、
7
日
（
火
）、
9

日
（
木
）、
13
日
（
月
）、
15
日
（
水
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
か
ら
が

お
す
す
め
で
す

●
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
分
か
ら

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す

・
青
色
申
告
決
算
書
、
収
入
内
訳
書
を
ス

マ
ホ
で
作
成
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
は
24
時
間
い
つ
で
も
利

用
可
能
で
す
。

・
ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
見
や
す
く
操
作
が

簡
単
で
す
。
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
入

力
す
る
だ
け
で
す
。

・
書
類
の
記
載
内
容
を
入
力
、
送
信
す
る

こ
と
で
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
一
部
の
書
類
は
除
き
ま
す
。

・
申
告
書
の
印
刷
、
税
務
署
へ
の
持
参
や

郵
送
が
不
要
で
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

●
確
定
申
告
会
場
で
の
感
染
症
対
策
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

①
確
定
申
告
会
場
の
来
場
者
数
に
よ
っ
て

は
早
め
に
受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
（
マ
ス
ク
を
着
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

③
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を
お
断

り
し
ま
す
。

④
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
筆
記
用
具
や
計
算

器
具
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

令
和
4
年
（
２
０
２
2
年
）
分

確
定
申
告
会
場

湯
浅
税
務
署
で
は
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。

会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
前
項
目
に
記

載
の
「
確
定
申
告
会
場
で
の
感
染
症
対
策

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
の
内
容
を
確
認
の

上
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入

場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

●
開
設
期
間
／
2
月
16
日
（
木
）
～
3
月

15
日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
相
談
受
付
時
間
／
16
時
ま
で

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
16
時
以
前
に
相

令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

・
1
月
25
日
（
水
）
10
時
～
11
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門 

☎
６
３
‐
5
4
0
6
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
6

2 月
開設時間6 7 13 14 16 17

月 火 月 火 木 金
有田市文化福祉センター　大会議室 ● ● 9:30～16:00

（相談受付　締切時間15：30）有田川町役場 吉備庁舎　4 階 第 2・3 会議室 ●

有田川町役場 清水行政局　2 階 大会議室 ● 9:30～15:00
（相談受付　締切時間14：30）

湯浅納税協会　３階 会議室 ● ● 9:30～16:00
（相談受付　締切時間15：30）

※いずれの会場も 12 時から 13 時までは相談は行っておりません。
※ご来場の際には、前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入のある場合）、所得控除に係る各種証明

書などの申告書の作成に必要な書類と筆記用具などをご持参ください。
※各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」「贈与税」「相続税」「山林所得」に関する相談は行っ

ておりません。これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署までお越しください。

開設場所
開設日

お知らせお知らせ
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広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと町議
会広報かわら版をアプリ

「マチイロ」でご覧いただ
けます。利用料は無料。

発行日にはプッシュ通
知でお知らせします。

を
破
損
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
漏
水
を
自
分
で
調
べ
る
方
法

①
宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②
敷
地
内
の
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
（
長
方
形
の
箱
）
の
扉
を
開
け
る
。

③
ボ
ッ
ク
ス
内
の
メ
ー
タ
ー
の
丸
い
ふ
た

を
開
け
て
、
そ
の
中
に
銀
色
の
八
角
形

に
羽
が
3
つ
付
い
た
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
止
ま
っ
て

い
る
か
ど
う
か
注
意
深
く
見
る
。
動
い

て
い
た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
高
い
。

●
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た
は
漏
水

を
発
見
し
た
場
合

ま
ず
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
、
破
損
部

分
が
分
か
れ
ば
テ
ー
プ
や
布
な
ど
を
巻
き

付
け
て
応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
ま
ま
「
有
田
川
町
指
定
給
水
装
置
工
事

業
者
」に
修
理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
用
は
水
道
使
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

問

水
道
課

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
申
請
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

湯
浅
税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録

申
請
の
た
め
の
専
用
窓
口
を
、
1
月
か
ら

開
設
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
期
は
、
税
務
署
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

水 

道

◆
◆
◆

水
道
の
宅
内
等
漏
水
に
注
意

冬
に
長
期
で
家
を
空
け
る
場
合
な
ど

で
、
水
道
管
凍
結
に
よ
る
漏
水
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
蛇
口
の
閉
め
忘
れ

な
ど
で
水
道
料
金
が
過
大
に
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
水
道
を
使
う
際
は
閉
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
宅
内
等
漏
水
と
は

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
家
側
（
内
側
）
で

水
道
管
が
破
裂
す
る
な
ど
し
て
水
が
漏
れ

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の

水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
な
ど
含
む
）

は
、
原
則
と
し
て
水
道
使
用
者
様
に
全
額

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※
漏
水
に
係
る
水
道
料
金
の
減
免
に
関
す

る
取
り
扱
い
要
領
に
該
当
す
れ
ば
減
免

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
該
当
し
て
も
全

額
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
漏
水
の
予
防

長
期
に
家
を
空
け
る
時
な
ど
で
漏
水
を

予
防
す
る
場
合
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て

水
抜
き
を
す
る
か
、
水
道
中
止
届
を
提
出

（
手
数
料
無
料
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
止
届
提
出
後
、
再
開
す
る
際
に
は

「
開
始
届
」
と
開
始
手
数
料
と
し
て

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
冬
場
の
水
道
管
凍
結
か
ら
漏
水
を
予
防

す
る
場
合

①
蛇
口
を
わ
ず
か
に
開
き
、
少
し
ず
つ
水

を
出
し
て
お
く
。

②
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温
筒
や
布
を
巻
き
保

温
す
る
。そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
、

水
を
遮
断
す
る
材
質
の
も
の
で
覆
う
と

効
果
的
で
す
。

③
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。
ま
ず
元
栓

を
閉
め
て
、
蛇
口
（
一
番
低
い
と
こ
ろ

に
あ
る
蛇
口
）
を
開
け
て
水
道
管
の
中

の
水
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

※
元
栓
を
開
け
る
際
は
、
必
ず
全
て
の
蛇

口
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
か

ら
、
元
栓
を
開
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
「
ぬ
る
ま
湯
」
を

ゆ
っ
く
り
水
道
管
や
蛇
口
に
か
け
て
く
だ

さ
い
。

※
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
な
ど

お知らせお知らせ
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令
和
5
年
度
（
２
０
２
3
年
度
）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国

有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
期
間
／
4
月
1
日
（
土
）
～

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
3
月
31

日
（
日
）

●
対
象
者
／
和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い

で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
成
人
の
方

※
た
だ
し
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公

務
員
、
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年

度
）
か
ら
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年

度
）
ま
で
3
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

●
応
募
締
切
日
／
1
月
31
日
（
火
）

●
そ
の
他
／
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課 

林
政
推
進
係　

☎
０
６

‐
６
８
８
１
‐
３
４
１
２

案 

内

◆
◆
◆

初
心
者
向
け
手
話
講
習

「
手
話
」
は
、
手
や
体
の
動
き
、
顔
の

表
情
な
ど
で
意
思
を
伝
え
る「
見
る
言
葉
」

で
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
、
手
話
で
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
2
月
5
日
（
日
）
13
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
湯
浅
保
健
所
2
階 

大
会
議
室

●
対
象
／
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
保
護
者
同
伴

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
座
内
容
／
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
説

明
・
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
の
表
現
の

練
習

●
定
員
／
15
名
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
／
1
月
27
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
有
田
振
興
局
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
用
紙
以
外
で
申
し
込
む
場
合

は
、
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
手
話

講
座
参
加
希
望
で
あ
る
こ
と
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

問

有
田
振
興
局 
健
康
福
祉
部
総
務
福
祉
課

　

☎
６
４
‐
1
2
9
1 

　

フ
ァ
ク
ス 

６
４
‐
1
2
6
1

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
①
1
月
11
日
（
水
）
ま
で 

②
2
月
15
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
①
1
月
21
日
（
土
）
②
2
月

25
日
（
土
）
ま
で

・
試
験
会
場
／
①
②
と
も
に
、
和
歌
山
地

方
協
力
本
部
庁
舎
（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

ありだがわ防災・行政ナビの登録を
防災無線の放送内容やハザードマップ、緊急

情報を確認できます。「ライフビジョンアプリ」
をインストールしてください。無料で利用でき
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（スマートフォン）
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わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯
／
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
し
な
い
世
帯
の
う
ち
、
予
期
せ

ず
令
和
４
年
（
2
0
2
2
年
）
１
月

～
12
月
の
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
全
員
が
令
和
４
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）
分
の
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て
い
る
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
注
意

①
②
の
い
ず
れ
も
、
世
帯
の
全
員
が
住

民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
支
給
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
金
額
／
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円

●
提
出
期
限
／
１
月
31
日
（
火
）

●
有
田
川
町
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

・
☎
０
１
２
０
‐
０
７
３
‐
７
０
７

・
場
所
／
金
屋
庁
舎
１
階 

応
接
室

・
受
付
期
間
／
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

・
受
付
時
間
／
9
時
～
18
時
（
役
場
開
庁

日
に
伴
う
）

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

物
価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対
策
と
し
て
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
て
、
１
世
帯
当

た
り
５
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。

●
支
給
対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
／
基
準
日
（
令

和
４
年
（
2
0
2
2
年
）
９
月
30
日
）

に
お
い
て
、
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）
分
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

※
11
月
下
旬
に
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
主
の
方
に
確
認
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。

※
住
民
票
の
住
所
と
居
住
地
が
違
う
な

ど
、
確
認
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金

を
受
け
れ
な
く
な
る
の
で
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
４
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主
の

方
か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

お知らせお知らせ

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

両手の全ての指を軽く曲げ、
向かい合わせにして
前後にねじる。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「い○」 手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは「貝」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
いしのうえにやまがあります

426広報ありだがわ　2023.1



月 火 水 木 金 土 日
1元日

2 3 4
□健康相談

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

6 7 8

9成人の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

10
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

11
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課

12 13
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

14
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

15
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

16 17
□集団健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

18
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

19
□人権特設相談所

（きび保健福祉センター）
　【社会教育課】

20
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

21 22
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

23 24
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

25
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター）

【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課

26
□行政相談所
　（きび保健福祉センター）

【総務課】

27
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

28
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

29
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

30 31 2/1 2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3 4 5

1月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 4 期固定資産税納期限【税務課】
□第 4 期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第 7 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 7 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 7 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□健康相談（金屋文化保健センター）【健康推進課】

□有田川町消防団出初式
（明恵の里スポーツ公園）【消防本部】

□令和 5 年有田川町二十歳のつどい
（金屋文化保健センター）【社会教育課】

□おはなし会（ポッポ絵本館）【ALEC】
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令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
は
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
明
恵

上
人
が
生
誕
し
て
8
5
0
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
明
恵
上

人
（
1
1
7
3
～
1
2
3
2
年
）
は
幼
く
し
て
仏
門
に
入
り
、

主
に
京
都
を
拠
点
に
活
躍
し
た
高
僧
で
、
鳥ち
ょ
う
じ
ゅ
う
ぎ
が

獣
戯
画
が
伝
来
し
た

こ
と
で
有
名
な
高
山
寺
を
開
い
た
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
天
皇
や
貴
族
、
武
士
、
民
衆
に
至
る
当
時
の
人
々
に
大
き
な

感
銘
と
影
響
を
与
え
、
慕
わ
れ
た
人
物
で
し
た
。

明
恵
上
人
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
源
平
合
戦
を
は
じ
め
と
し
た

戦
乱
が
続
き
、
貴
族
か
ら
武
士
を
中
心
と
し
た
社
会
へ
と
移
行

し
て
い
く
大
き
な
変
革
期
で
し
た
。
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
武

士
や
大
衆
の
求

め
に
あ
っ
た
新

し
い
仏
教
が

次
々
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
し
か

し
、
明
恵
上
人

は
一
宗
一
派
の

祖
に
な
る
こ
と

明み
ょ
う
え
し
ょ
う
に
ん

恵
上
人
生
誕
８
５
０
年

を
望
ま
ず
、
奈
良
時
代
に
栄
え
た
仏
教
宗
派
の
ひ
と
つ
で
あ

り
「
奈
良
の
大
仏
」
で
有
名
な
東
大
寺
を
本
山
と
す
る
宗
派

「
華け

ご
ん
し
ゅ
う

厳
宗
」
の
中
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

明
恵
上
人
は
数
多
く
の
書
物
を
著
し
た
熱
心
な
学
業
僧
で
あ

り
、
優
れ
た
弟
子
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
身
は
仏
の
道
を
究

め
る
た
め
の
厳
し
い
修
行
を
重
ね
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
の
僧
と

仏
教
を
追
求
し
た
60
年
の
生
涯
で
し
た
。

今
年
の「
探
訪
わ
が
町
文
化
財
」は
、生
誕
8
5
0
年
を
機
に
、

改
め
て
明
恵
上
人
の
事
績
と
郷
土
に
残
る
関
連
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。
第
1
回
目
は
「
明
恵
上
人
の
生
誕
に
つ
い
て
」
で
す
。

明
恵
上
人
は
、
承

じ
ょ
う
あ
ん安

3
年
（
1
1
7
3
年
）
に
紀
伊
国

在あ
り
だ田

郡
石
垣
荘
吉
原
村
（
現
在
の
歓
喜
寺
地
区
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
場
所
は
、
現
在
の
歓
喜
寺
か
ら
西
へ
1
5
0
m

の
地
点
に
あ
る
国
指
定
史
跡
吉
原
遺
跡
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
吉
原
遺
跡
に
建
つ
石
の
卒そ

と

ば
塔
婆
に
は
、
承
安
3

年
正
月
8
日
の
辰た
つ

時
（
7
～
9
時
）
に
上
人
が
誕
生
し
た
場
所

で
あ
る
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

父
は
平
家
の
家け

に
ん人

（
従
者
）
で
あ
っ
た
伊い

と
う
し
げ
く
に

藤
重
国
で
す
。

平た
い
ら
の
し
げ
も
り

重
盛
を
主
君
と
す
る
小
松
家
の
侍
で
あ
り
、
京
都
の
御
所

な
ど
の
警
固
を
務
め
る
武む

し
ゃ
ど
こ
ろ

者
所
の
地
位
に
あ
る
人
物
で
し
た
。

母
は
湯
浅
宗
重
の
娘
で
す
。
祖
父
の
湯
浅
宗む
ね
し
げ重
は
現
在
の
湯
浅

町
付
近
を
本
拠
に
、
婚
姻
を
通
し
て
近
隣
の
有
力
な
武
士
と
結

び
つ
き
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
湯
浅
氏
は
平
家
の
有

力
な
家
人
で
あ
り
、
伊
藤
氏
と
同
じ
く
小
松
家
に
仕
え
て
い
ま

し
た
。
明
恵
上
人
の
両
親
の
婚
姻
は
、
小
松
家
の
家
人
同
士
で

あ
っ
た
伊
藤
氏
と
湯
浅
氏
の
結
び
つ
き
を
強
固
に
す
る
目
的
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

伝 明恵上人像（歓喜寺所蔵）
像高 50.7㎝
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